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Abstract

In nineteenth-century Edo (present-day Tokyo) commercial publications 

designed for entertainment also included multifarious advertisements for 

cosmetics and medicines, doubling up as publicity materials. Shikitei 

Sanba’s shop (Shikitei Sanba mise 式亭三馬店) is renowned for having 

enthusiastically propelled the creation of such materials.

The present contribution, penned by a group of like-minded scholars 

who are part of the Research Group on Early Modern Japanese Literature 

(Kinsei bungaku kenkyūkai 近世文学研究会), offers the diplomatic and 

semi-diplomatic transcriptions of one of these items. It takes the form of a 

board game known as sugoroku 双六, more precisely e-sugoroku 絵双六 

(pictorial sugoroku) similar to the European game of the goose, designed as 

a complimentary gift for the customers of Sanba’s shop. It is part of a group 

of materials that are particularly valuable for the study of the advertising 

culture of early modern Japan. The material transcribed here is known under 

two titles: Nigiwai Shikitei masaru sugoroku 賑式亭まさる双六 (The 

Bustling Shop of Shikitei Sanba: a Sugoroku Board Game, around 1848) and 

Edo no mizu masaru sugoroku 江戸の水まさる双六 (The Water of Edo 

from Shikitei Sanba’s Shop: a Sugoroku Board Game, 1864). Both are kept 

at the National Diet Library. As their titles imply they focus on Shikitei 

Sanba mise itself, displaying 22 items that could be purchased within. But 

there is an interesting twist: each item is personified as a famous kabuki 

actor. Whilst the contents of the two materials are almost identical, we note 

differences in how the actors are depicted.
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は
じ
め
に

―
本
稿
の
目
的

十
九
世
紀
の
江
戸
で
商
品
と
し
て
出
版
さ
れ
た
娯
楽
的
読
み
物
に
は
、
化
粧
品
や
薬
の
広
告
が
巻
末
な
ど
に
付
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

作
中
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
盛
り
込
ま
れ
、
広
告
媒
体
と
し
て
も
機
能
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
江
戸
の
文
化
史
に
お
い
て
も
貴
重
な
資
料

群
で
、
幅
広
い
分
野
か
ら
興
味
深
い
資
料
や
事
象
に
つ
い
て
報
告
が
さ
れ
て
き
た
が（

（
（

、
文
芸
の
場
に
お
け
る
広
告
に
つ
い
て
網
羅
的
な
研

究
は
未
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
近
世
文
学
研
究
会
（
旧
草
双
紙
研
究
会
、
ア
ダ
ム
・
カ
バ
ッ
ト
氏
幹
事
）
の
有
志
で
、
十
九
世
紀

の
江
戸
で
最
も
熱
心
に
化
粧
品
や
薬
の
広
告
を
制
作
し
続
け
た
「
式
亭
三
馬
店
」（
江
戸
本
町
二
丁
目
）
に
注
目
し
、
同
店
の
景
品
と
し

て
製
作
さ
れ
た
双
六
「
賑
式
亭
ま
さ
る
双
六
」（
式
亭
小
三
馬
作
・
三
代
歌
川
豊
国
画
）
の
翻
刻
を
行
っ
た
。
本
資
料
は
改
印
（
検
閲
印
）

か
ら
嘉
永
初
年
（
一
八
四
八
）
頃
制
作
さ
れ
た
と
思
し
い
も
の
で
、
時
期
的
に
天
保
改
革
の
出
版
統
制
で
禁
止
さ
れ
た
役
者
似
顔
絵
が
浮

世
絵
や
草
双
紙
に
、
ま
た
草
双
紙
の
表
紙
に
多
色
の
色
摺
り
が
戻
っ
て
き
た
頃
の
も
の
で
あ
る
。
今
回
は
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
、
翻
刻
の

完
成
を
め
ざ
す
こ
と
を
第
一
と
し
、
翻
刻
と
商
品
の
価
格
な
ど
簡
単
な
注
の
み
付
し
た
。

な
お
、
本
資
料
の
絵
師
、
三
代
歌
川
豊
国
の
専
門
家
で
あ
る
藤
澤
茜
氏
に
本
資
料
と
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
に
改
題
し
て
似
顔
絵

を
一
部
入
れ
替
え
た
「
江
戸
の
水
ま
さ
る
双
六
」
に
つ
い
て
、
似
顔
絵
に
関
す
る
教
示
を
得
る
機
会
を
得
た
。
同
氏
の
ご
協
力
に
心
よ
り

感
謝
す
る
。
研
究
を
深
化
さ
せ
る
手
が
か
り
と
な
る
そ
の
指
摘
に
つ
い
て
は
、
各
コ
マ
の
注
と
、
巻
末
に
ま
と
め
た
今
後
の
課
題
の
部
分

に
示
す
こ
と
と
す
る
。 

（
津
田
）
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式
亭
三
馬
店
と
そ
の
広
告
の
意
味

双
六
は
江
戸
時
代
後
期
、
人
気
の
あ
る
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
あ
り
、
紙
一
枚
の
印
刷
物
ゆ
え
に
持
ち
運
び
や
す
く
、
よ
い
土
産
物
と
さ
れ

て
い
た
。
周
知
の
通
り
広
告
媒
体
と
し
て
も
使
用
さ
れ
、
山
本
正
勝
や
坂
口
由
之
ら
が
紹
介
し
て
い
る
よ
う
に（

（
（

、
様
々
な
店
が
双
六
を
景

物
（
客
へ
の
配
り
物
）
と
し
て
よ
く
製
作
し
て
い
た
。
袋
（
包
み
紙
）
に
入
れ
て
、
新
年
や
開
店
に
際
し
て
配
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

今
回
翻
刻
を
す
る
の
は
、
式
亭
三
馬
店
の
双
六
「
賑
式
亭
ま
さ
る
双
六
」
で
あ
る
。
式
亭
小
三
馬
が
作
成
し
た
も
の
で
、
飛
び
双
六
（
サ

イ
コ
ロ
を
振
っ
て
出
た
数
で
指
示
さ
れ
た
コ
マ
に
飛
ぶ
）
の
形
式
で
、
コ
マ
の
中
は
商
品
の
絵
で
は
な
く
、
歌
舞
伎
役
者
が
商
品
に
扮
し

た
姿
で
描
か
れ
、
細
か
い
文
字
で
、
擬
人
化
し
た
商
品
の
名
乗
り
（
歌
舞
伎
の
台
詞
に
お
け
る
特
別
な
七
五
調
の
自
己
紹
介
）
が
書
か
れ

て
い
る
。

三
馬
の
伝
記
研
究
や
広
告
研
究
で
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に（

（
（

、
式
亭
三
馬
は
萬
屋
太
治
右
衛
門
と
し
て
本
屋
経
営
の
経
験
を
持
ち
、
文
化
七

年
（
一
八
一
〇
）
十
二
月
二
十
六
日
に
江
戸
の
本
町
二
丁
目
に
「
仙
方
延
寿
丹
売
薬
店
」
を
開
店
し
、
作
者
と
し
て
の
技
量
を
活
か
し
、

先
行
の
山
東
京
伝
の
店
を
意
識
し
て
よ
り
積
極
的
に
引
札
（
広
告
チ
ラ
シ
）
や
景
物
本
を
書
い
た
。
前
出
の
坂
口
本
に
よ
れ
ば
、
三
馬
の

死
後
、息
子
の
式
亭
小
三
馬
が
三
馬
店
を
継
い
で
か
ら
、景
物
本
だ
け
で
な
く
、扇
子
や
双
六
も
宣
伝
と
し
て
使
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

江
戸
文
芸
に
親
し
ん
で
い
る
人
々
に
と
っ
て
、
平
賀
源
内
や
山
東
京
伝
の
引
札
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
戯
作
者
が
制
作
し
た
広
告
は

見
慣
れ
た
物
で
、
物
を
擬
人
化
さ
せ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
、
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
表
現
手
法
で
あ
る
。
故
に
驚
き
も
な
く
三
馬
店
の
広
告
類

は
戯
作
者
の
仕
事
の
一
部
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
世
界
の
広
告
史
の
上
か
ら
考
え
れ
ば
、
と
て
も
珍
し
い
も
の
で
あ
る

と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
古
い
時
代
の
広
告
は
識
字
率
の
低
さ
か
ら
、
ど
こ
の
国
で
も
看
板
な
ど
に
視
覚
性
が
利
用
さ
れ
て
い
る
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が
、
こ
の
双
六
の
視
覚
性
は
次
元
が
違
う
。

ま
た
十
七
世
紀
・
十
八
世
紀
の
欧
米
の
広
告
と
い
え
ば
看
板
、
新
聞
広
告
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
が
中
心
で
あ
り
、
為
永
春
水
の
人
情
本
に

お
け
る
仙
女
香
のem

bedded in narrative

（
物
語
に
組
み
込
ま
れ
た
）
の
宣
伝
、
草
双
紙
式
の
景
物
本
や
こ
の
双
六
な
ど
、
日
本
の

広
告
は
相
当
に
凝
っ
て
い
る
と
い
う
印
象
が
あ
る（

（
（

。
例
え
ば
榎
本
悟
ら
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
広
告
の
機
能
が
商
品
や
商
売
の

名
称
や
存
在
を
告
知
す
る
だ
け
の
消
極
的
役
割
を
果
た
す
に
過
ぎ
な
か
っ
た
時
代
を
、
一
八
六
〇
年
代
以
前
と
し
て
い
る
。
ま
た
南
北
戦

争
前
ま
で
に
は
、
売
薬
を
中
心
と
す
る
商
標
名
を
利
用
し
た
広
告
が
制
作
さ
れ
た
が
、
消
費
者
に
対
し
て
よ
り
も
、
商
品
に
価
値
を
お
い

て
く
れ
る
小
売
業
者
向
け
で
あ
っ
た（

（
（

。
多
彩
な
視
覚
性
を
と
も
な
っ
て
一
般
に
向
け
て
制
作
し
た
戯
作
者
の
広
告
と
は
、
そ
こ
が
大
き
な

違
い
と
な
る
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
登
場
人
物
の
台
詞
で
構
成
さ
れ
る
こ
の
双
六
の
表
現
は
、
現
在
の
広
告
分
析
で
言
わ
れ
る
、
顧
客
の
心
を
動
か
し
、

批
判
的
な
考
え
を
減
少
さ
せ
、
商
品
の
評
価
を
高
め
る
と
い
うnarrative advertising

（
物
語
型
広
告（

（
（

）
の
一
種
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ

う
。
福
田
怜
生
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
手
法
が
現
代
の
広
告
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
な
っ
て
か
ら
の
よ
う
で
あ
る（

（
（

。

ま
た
、
こ
の
物
語
型
広
告
と
い
う
形
式
だ
け
で
な
く
、
小
三
馬
の
双
六
は
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
、
重
要
視
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
二
十
一
世
紀
の
現
在
、advergam

es

（
広
告
ゲ
ー
ム
）
が
注
目
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ（

（
（

。
こ
れ
は
ビ
デ

オ
ゲ
ー
ム
の
広
告
、
あ
る
い
は
そ
の
ゲ
ー
ム
自
体
が
広
告
で
あ
る
も
の
を
指
す
。
小
三
馬
の
双
六
は
、
果
た
し
て
こ
う
し
た
広
告
の
魁
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
本
資
料
が
日
本
で
は
と
り
た
て
て
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
と
す
れ
ば
、
江
戸
時
代
の
人
々
が
楽
し
ん
だ

遊
び
心
の
あ
る
広
告
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
創
造
性
を
体
現
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
際
的
に
先
進
性
が
高
い
可
能
性
が
あ
る
と
言
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え
る
。
故
に
、
多
角
的
な
研
究
に
よ
っ
て
広
告
史
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
戯
作
者
の
広
告
を
誕
生
さ
せ
る
土
壌
と
な

っ
た
の
は
、
社
会
を
構
成
す
る
人
々
が
持
っ
て
い
た
文
字
や
図
の
読
み
書
き

能
力
の
高
さ
で
あ
り
、
彼
ら
が
好
ん
だ
江
戸
時
代
の
視
覚
性
の
高
い
印
刷
物

の
存
在
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
本
資
料
は
、
そ
の
時
代
性
、
す
な
わ
ち
社
会

で
通
用
し
て
い
た
表
現
、
商
人
た
ち
の
商
才
、
市
場
と
い
っ
た
様
々
な
も
の

の
特
性
を
あ
ぶ
り
出
す
重
要
な
手
が
か
り
で
あ
る
と
考
え
る
。 （
エ
ゴ
ロ
ワ
）

翻
刻

今
回
の
翻
刻
は
、
く
ず
し
字
学
習
者
に
わ
か
り
や
す
い
資
料
を
提
供
す
る

た
め
、
原
文
を
そ
の
ま
ま
掲
出
し
、
本
文
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
校
訂
文

を
添
え
る
形
を
と
っ
た
。
翻
刻
は
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で

公
開
さ
れ
て
い
る
左
（
図
（
）
の
資
料
を
用
い
る
。
簡
単
な
書
誌
は
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

■
題
名　
　
「
賑
式
亭
ま
さ
る
双
六
」

■
著
者　
　

式
亭
小
三
馬
（
作
）・
三
代
歌
川
豊
国
（
画
）

■
板
元　
　

式
亭
三
馬
店

図 1　「賑式亭まさる双六」（国会図書館蔵）
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■
改
印　
　
「
吉
村
」「
村
松
」

■
刊
年　
　

弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
末
～
嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
年（

（
（

正
月
。「
御
年
玉
」

■
装
丁　
　

 

袋
等
残
存
な
く
未
詳
。
双
六
は
墨
摺
一
枚
、
大
き
さ
縦
三
十
三
・
六
㎝
×
横

四
十
五
・
三
㎝
。

■
旧
蔵
者　

根
岸
信
輔
（「
根
岸
信
輔
氏
寄
贈
」
朱
印
あ
り
）

■
所
蔵　
　

 

国
立
国
会
図
書
館　

本
別
（
―

（（
第
（0
袋
［
（
］　D

O
I: （0.（（（0（/（（（0（（（

（
二
〇
二
三
年
三
月
一
日
参
照
）

な
お
、
同
図
書
館
に
は
同
名
の
双
六
（
本
別
（
―

（（
第
（0
袋
［
（
］、
や
や
印
刷
が
鮮
明
だ
が
、
虫
損
が
多
い
。
改
印
・
絵
・
文
章
に
異

同
無
く
、
袋
等
も
な
し
。
縦
三
十
三
・
四
㎝
×
四
十
四
・
八
㎝
）
と
、
ほ
ぼ
同
内
容
の
「
江
戸
の
水
ま
さ
る
双
六
」（
寄
別
（
―

（
―

（
―

（
、

書
誌
等
後
述
）
が
あ
る
。
後
者
に
は
色
摺
り
の
袋
が
残
り
、
元
治
元
年
の
年
記
の
あ
る
序
文
が
添
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
参
考
資
料
と
し

て
巻
末
に
掲
載
す
る
。

付
け
加
え
れ
ば
、
三
馬
店
の
双
六
は
彩
色
も
さ
れ
て
い
た
。
本
稿
で
言
及
し
た
双
六
だ
け
で
も
、
東
京
都
立
中
央
図
書
館
が
蔵
す
る
「
賑

式
亭
繁
栄
双
六
」（0（（（（-S（/

東S0（（（（-S00（

）、「
初
商
出
世
双
六
」（0（（（（-S（/

東S0（（（（-S00（

）
は
色
摺
で
あ
る
。
刊
行
時

期
や
印
面
の
様
子
か
ら
、
前
者
は
明
ら
か
に
か
な
り
後
に
彩
色
さ
れ
た
も
の
と
判
断
で
き
る
が
、
後
者
は
初
印
時
の
も
の
か
、
判
断
は
難

し
い
。
故
に
、
本
資
料
も
刊
行
当
時
、
ま
た
は
後
印
で
色
摺
が
な
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

さ
て
、
飛
び
双
六
を
取
り
扱
う
際
、
コ
マ
の
順
番
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
研
究
会
で
様
々
先
行
研
究
に
つ
い
て
教
示
を

受
け
た
が
、
主
と
し
て
二
つ
の
方
法
に
集
約
さ
れ
た
。
一
つ
は
、
双
六
の
遊
び
方
に
準
じ
「
ふ
り
だ
し
」
の
あ
る
下
か
ら
翻
刻
を
示
す
も

の（
（1
（

。
一
つ
は
、
番
付
と
同
じ
要
領
で
、
上
か
ら
下
へ
、
各
段
の
右
か
ら
左
に
移
動
す
る
も
の（

（（
（

。
今
回
は
本
稿
の
目
的
か
ら
、
近
世
文
芸
の

図 2　改印



（173）42

広
告
資
料
と
し
て
飛
び
双
六
を
紹
介
さ
れ
た
佐
藤
悟
氏
の
後
者
の
方
法
に
従

っ
た
。

凡
例

 

翻
刻
は
原
則
と
し
て
書
誌
に
記
し
た
「
賑
式
亭
ま
さ
る
双
六
」（
図
（
、

国
会
図
書
館
本
別
（
―

（（
第
（0
袋
［
（
］）
に
て
行
い
、
同
名
の
双
六
（
本

別
（
―

（（
第
（0
袋
［
（
］）、
改
題
後
印
の
双
六
「
江
戸
の
水
ま
さ
る
双
六
」

（
図
（
）
を
適
宜
参
照
し
、
差
異
は
注
に
記
し
た
。

 

図
（
に
示
し
た
順
番
に
従
っ
て
翻
字
を
示
す
。

 

翻
字
は
、
双
六
表
題
・
袋
・
序
文
に
つ
い
て
は
原
文
通
り
に
翻
字
を
し
、

ほ
と
ん
ど
ひ
ら
が
な
で
書
か
れ
て
い
る
コ
マ
中
の
台
詞
部
分
に
つ
い
て
は
、

原
文
通
り
に
翻
字
を
し
た
後
、
校
訂
文
を
付
し
た
。
ま
た
漢
字
は
現
在
通

用
の
文
字
に
直
し
た
。
紙
幅
を
節
約
す
る
た
め
、
多
く
の
箇
所
で
改
行
を

「
／
」
で
示
し
て
文
を
続
け
た
。
ま
た
割
注
を
《　

》
で
示
し
た
。
虫
損

部
分
は
□
で
示
し
、
横
に
（　

カ
）
と
補
っ
た
。

 

校
訂
文
は
、
読
み
や
す
さ
の
た
め
意
味
を
鑑
み
漢
字
に
直
し
、
濁
点
・
句

読
点
を
加
え
た
。
な
お
、
原
文
に
あ
る
ふ
り
が
な
を
略
し
た
。
踊
り
字
に

図 3　翻刻順番
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つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
「
ゝ
」「
ヽ
」「
〳
〵
」
な
ど
を
そ
の
ま
ま
残
し
た
が
、
誤
読
を
恐
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
わ
か
り
や
す
さ
を

優
先
し
て
現
行
の
文
字
に
直
し
た
。
掛
詞
に
つ
い
て
は
、
副
次
的
な
意
味
を
（　

）
に
入
れ
た
。

 

掲
載
さ
れ
て
い
る
商
品
の
値
段
に
つ
い
て
、
天
保
改
革
前
の
小
三
馬
作
・
初
代
歌
川
国
貞
画
「
ま
さ
る
商
七
福
双
六
」（
東
京
都
立
中

央
図
書
館
蔵
、（（（-S（/

東S（（（-S00（

、
天
保
期
刊
か
）、
改
革
直
後
の
小
三
馬
作
・
三
代
歌
川
豊
国
画
（
初
代
国
貞
）「
賑
式
亭
繁

栄
双
六
」（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
、
寄
別
（
―

（
―

（
―

（
、
改
印
「
村
田
」、
天
保
十
四
年
か
ら
弘
化
四
年
刊
）、
改
革
か
ら
時
間
が
経
っ

た
小
三
馬
作
・
初
代
歌
川
国
輝
画
「
初
商
出
世
双
六
」（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
、
寄
別
（
―

（
―

（
―

（
、
改
印
「
改
・
寅
九
」、
安
政
元

年
九
月
刊
）
を
参
考
に
注
記
し
た
。
注
に
お
い
て
「
ま
さ
る
商
七
福
双
六
」
を
「
七
」・「
賑
式
亭
繁
栄
双
六
」
を
「
繁
」・「
初
商
出
世

双
六
」
を
「
出
」
と
略
記
す
る
。

 

藤
澤
茜
氏
に
指
摘
を
受
け
た
役
者
名
は
原
則
と
し
て
「
賑
式
亭
ま
さ
る
双
六
」
の
弘
化
三
年
末
か
ら
嘉
永
二
年
時
の
名
前
を
記
し
た
。

＊
一
段
目

コ
マ
1

［
上
部
］《
恩め

ぐ
み恵
を
江え

戸ど

の
水み
づ

の
筋す
ぢ

其そ
の

商あ
き
なひ
も
／
三み

ッつ

升ま
す

や
吉き
ち

例れ
い

か
は
ら
ぬ
春は
る

の
吉き
つ

相さ
う

／
今い
ま

尚な
ほ

栄さ
か

ふ
る
三さ
ん

馬ば

叟さ
う

が
金こ
が
ねの
種た
ね

蒔ま
き

》

［
題
名
］
賑

に
ぎ
は

式し
き

亭て
い

［
商ま
さ
る標
］
双す
ご

六ろ
く

コマ 1
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［
下
部
］ 《
小
三
馬
作
／
豊
国
画
》
／
［
熨
斗
の
絵
］
／
御
歳
玉
／
《
う
り
物
に
は
／
不
仕
候
》
／
《
江
戸
本
町
二
丁
目
北
側
中
程
／
式
亭

三
馬
店
［
印
］》

＊ 
「
江
戸
の
水
ま
さ
る
双
六
」
は
上
部
・
題
名
部
分
が
全
部
削
ら
れ
、
大
き
く
「
江え

戸ど

の
水み
づ

［
商ま
さ
る標
］
双す
ご

六ろ
く

」
と
題
名
の
み
に
修
正
。

コ
マ
2

金き
ん

勢せ
い

丸ま
る

勇い
さ

光み
つ

《
二
上
リ　

三
せ
い
り
丸
／
四
雪
の
友　

五
一
夜
な
ほ
し
》

〽
五
斗と

び
や
う
ゑ
の
そ
の
う
へ
を
／
の
ん
で
ゆ
ら
る
ゝ
ゆ
ら
ど
の
ゝ
／
む
か
し
は
お
ろ
か
か
の
／
す
い
て
う
き
の
だ
い
／
じ
や
ぐ
わ
ん
ぢ

わ
う
ぼ
う
だ
る
／
つ
ゞ
け
の
み
の
お
か
た
で
も
／
こ
の
ゑ
ひ
ざ
ま
し
を
／
も
ち
ふ
れ
ば
わ
る
ゑ
ひ
／
せ
ぬ
き
ん
せ
い
む
る
ゐ
の
／
き
ん
せ

コマ 2

い
だ
ら
う
と
／
よ
く
ご
ぞ
ん
じ
の
／
ゑ
ひ
ざ
ま
し
み
し
つ
て
お
い
て
／
も
ら
ひ
ま

せ
う

〽
五
斗
兵
衛
の
そ
の
上
を
呑
ん
で
揺
ら
る
ゝ
由
良
殿
の
昔
は
お
ろ
か
、
か
の

水
鳥
記
の
大
蛇
丸
地
黄
坊
だ
か
、
続
け
飲
み
の
お
方
で
も
、
こ
の
酔
ひ
覚
ま

し
を
用
ふ
れ
ば
、
悪
酔
ひ
せ
ぬ
近
世
無
類
の
金
勢
（
謹
製
）
だ
ら
う
と
、
よ

く
ご
存
じ
の
酔
ひ
覚
ま
し
、
見
知
っ
て
お
い
て
貰
ひ
ま
せ
う
。

（
注
） 
値
段
は
百
文
・
五
十
文
（
七
・
繁
・
出
）。
似
顔
絵
は
「
賑
式
亭
ま
さ

る
双
六
」・「
江
戸
の
水
ま
さ
る
双
六
」
と
も
四
代
目
坂
東
彦
三
郎
。
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コ
マ
3

花は
な

野の

吾あ

妻づ
ま

姫ひ
め

《
三
上
リ　

四
え
り
お
し
ろ
い
／
五
三
津
の
友　

六
天
人
香
》

〽
し
な
も
よ
し
の
ゝ
花
の
な
が
め
に
／
日
々
に
お
き
や
く
の
／
や
ま
と
ざ
け
あ
が

つ
ま
は
／
や
と
お
ん
か
へ
り
み
を
／
た
ま
は
り
て
な
に
／
た
ち
ば
な
の
あ
／
づ
ま

香
い
か
な
る
／
く
も
の
う
へ
び
と
の
／
み
か
ほ
に
の
り
て
う
つ
／
く
し
と
み
か
へ

る
と
の
ご
の
／
み
か
げ
さ
へ
つ
ゝ
む
に
／
あ
ま
る
た
た
う
い
り
／
そ
の
は
こ
入
の

し
つ
く
り
と
は
な
れ
ぬ
中
の
／
い
も
と
せ
も
ま
た
の
あ
ふ
せ
を
ま
つ
て
ゐ
る
ぞ
へ

〽
品
も
吉
（
良
し
）
野
の
花
の
眺
め
に
日
々
に
お
客
の
大
和
（
山
と
）
酒
、

あ
が
夫
早
と
御
帰
り
、
身
を
賜
り
て
名
に
橘
（
立
ち
、
花
）
の
吾
妻
香
、
い

コマ 3

か
な
る
雲
の
上
人
の
御
顔
に
の
り
て
美
し
と
、
見
返
る
殿
御
の
御
陰
さ
へ
、
包
む
に
余
る
畳
紙
入
り
。
そ
の
箱
入
の
し
っ
く
り
と
離

れ
ぬ
中
の
妹
と
背
も
、
ま
た
の
逢
瀬
（
仰
せ
）
を
待
っ
て
ゐ
る
ぞ
へ
。

（
注
） 

商
品
名
は
「
吾
妻
香
」。
値
段
は
畳
紙
入
り
百
文
・
五
十
文
・
三
十
二
文
（
七
・
出
）。
百
五
十
文
、
桐
箱
詰
一
匁
五
分
・
一
匁
・

五
分
も
あ
っ
た
（
繁
）。「
賑
式
亭
ま
さ
る
双
六
」
の
似
顔
絵
は
四
代
目
尾
上
梅
幸
（
三
代
目
尾
上
栄
三
郎
）。「
江
戸
の
水
ま

さ
る
双
六
」
の
似
顔
絵
に
変
化
が
あ
る
が
未
詳
。
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コ
マ
4

上
り　

三み
つ

馬ま

天て
ん

女に
よ

丸ま
る

貴た
か

方か
た

〽
げ
に
や
天
女
の
み
つ
げ
も
／
か
く
や
す
が
た
は
ま
ろ
き
／
丸
や
く
の
た
い
を
め

ぐ
れ
ば
／
ふ
じ
ゆ
ん
の
つ
う
ず
る
そ
の
か
う
／
た
ぐ
ひ
な
か
〳
〵
も
つ
て
／
た
や

く
の
お
よ
ば
ぬ
／
そ
の
き
ゝ
め
そ
の
／
薬
方
も
や
は
ら
／
か
く
た
を
や
か
／
な
り

し
／
女
子
す
が
た
も
／
か
ね
て
よ
う
い
の
／
は
た
に
は
き
ご
み
／
こ
て
す
ね
あ
て

五
／
ぶ
で
も
す
か
ぬ
そ
の
き
ゝ
／
め
は
み
な
さ
ま
ご
ぞ
ん
じ
天
女
丸
た
か
か
た
が

／
い
さ
を
し
み
せ
ん
こ
ゝ
ち
よ
や
な
ア

〽
げ
に
や
天
女
の
御
告
げ
も
斯
く
や
、
姿
は
丸
き
丸
薬
の
、
体
を
巡
れ
ば
、

不
順
の
通
ず
る
そ
の
効
、
類
ひ
な
か
〳
〵
も
っ
て
、
他
薬
の
及
ば
ぬ
そ
の
効

き
目
。
そ
の
薬
方
も
柔
ら
か
く
、
た
を
や
か
な
り
し
女
子
姿
も
、
兼
ね
て
用

意
の
肌
に
は
着
籠
、
小
手
、
脛
当
、
五
分
で
も
空
か
ぬ
そ
の
効
き
目
は
、
皆

様
ご
存
じ
天
女
丸
貴
方
が
功
し
見
せ
ん
、
心
地
良
や
な
ア
。

（
注
） 
値
段
は
百
二
十
四
文
（
七
・
繁
・
出
）。
似
顔
絵
は
「
賑
式
亭
ま
さ
る

双
六
」・「
江
戸
の
水
ま
さ
る
双
六
」
と
も
初
代
中
村
福
助
（
四
代
目

中
村
芝
翫
）。

コマ 4
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金き
ん

陽や
う

丸ま
る

良よ
し

方か
た

〽
そ
れ
く
す
り
の
は
か
り
こ
と
を
き
／
や
く
の
う
ち
に
め
ぐ
ら
し
う
る
こ
と
を
／
千
里
の
ほ
か
に
ひ
ゞ
か
す
る
は
／
ぐ
ん
し
に
ひ
と
し
き

わ
が
／
か
う
の
う
江
戸
の
水
と
／
金
や
う
は
金
生
水
の
／
あ
き
な
ひ
も
の
／
さ
ば
へ
な
す
む
し
／
ど
も
を
た
い
ぢ
し
て
／
く
ん
し
ん
わ
が

ふ
の
／
さ
か
も
り
に
か
ほ
は
／
ほ
ん
の
り
あ
さ
日
の
出
／
は
る
あ
け
ぼ
の
ゝ
／
う
る
は
し
や
な
ア

〽
そ
れ
、
薬
の
計
略
を
奇
薬
の
う
ち
に
め
ぐ
ら
し
売
る
こ
と
を
、
千
里
の
外
に
響
か
す
る
は
、
軍
師
に
等
し
き
我
効
能
。
江
戸
の
水

と
金
陽
は
金
生
水
の
商
ひ
物
。
五
月
蝿
な
す
虫
ど
も
を
退
治
し
て
、
君
臣
和
合
の
酒
盛
り
に
、
顔
は
ほ
ん
の
り
朝
日
の
出
。
春
曙
の
、

麗
し
や
な
ア
。

（
注
） 

値
段
は
百
文
・
五
十
文
（
七
・
出
）。
こ
の
他
、
一
粒
六
文
で
も
販
売
し
た
（
繁
）。
出
に
よ
れ
ば
小
児
の
虫
下
し
の
薬
。
似

コマ 5

顔
絵
は
「
賑
式
亭
ま
さ
る
双
六
」
は
二
代
目
片
岡
我
童
（
八
代
目
片

岡
仁
左
衛
門
）、「
江
戸
の
水
ま
さ
る
双
六
」
の
似
顔
絵
に
変
化
が
あ

る
が
未
詳
。

コ
マ
5

天て
ん

人に
ん

香か
う

の
精せ
い

《
一
上
リ　

二
三
津
の
友
／
四
は
や
め　

五
薄
げ
し
や
う
》

〽
わ
ら
は
こ
そ
あ
ま
つ
や
の
／
お
と
め
と
は
か
り
の
な
／
ま
こ
と
は
三
馬
の
め
い

／
は
う
天
人
香
の
／
せ
い
れ
い
な
り
む
か
／
し
も
か
く
や
か
く
や
／
ひ
め
か
の
た

け
と
り
／
の
お
き
な
ぐ
さ
き
く
／
の
ち
よ
ま
で
お
も
／
か
げ
の
か
は
ら
で
年
ご
と
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／
わ
か
や
ぎ
て
こ
と
に
お
と
わ
や
お
も
し
／
ろ
う
世
の
女
子
を
ば
こ
と
〴
〵
く
／
う
る
は
四
季
と
も
お
も
と
め
あ
る
は
／
天
人
香
気
の
す

ぐ
れ
た
ゆ
ゑ
で
あ
る
は
い
ナ
ア

〽
わ
ら
は
こ
そ
天
津
屋
の
乙
女
と
は
仮
の
名
、
真
は
三
馬
の
名
方
天
人
香
の
精
霊
な
り
。
昔
も
斯
く
や
（
嗅
ぐ
や
）、
か
ぐ
や
姫
、

か
の
竹
取
の
翁
草
、
菊
の
千
代
ま
で
面
影
の
変
は
ら
で
年
毎
若
や
ぎ
て
、
殊
に
音
羽
屋
面
白
う
、
世
の
女
子
を
ば
、
悉
く
売
る
は
四

季
（
麗
し
き
）
と
も
、
お
求
め
あ
る
は
天
人
香
、
気
の
優
れ
た
故
で
あ
る
は
い
ナ
ア
。

（
注
） 

白
粉
。
値
段
は
箱
詰
め
二
匁
、
畳
紙
入
り
が
百
五
十
文
（
七
・
出
）。
繁
に
商
品
の
記
載
無
し
。
似
顔
絵
は
「
賑
式
亭
ま
さ
る

双
六
」
は
初
代
中
村
政
次
郎
（
二
代
目
中
村
福
助
）、「
江
戸
の
水
ま
さ
る
双
六
」
は
四
代
目
尾
上
菊
五
郎
か
。
文
章
か
ら
も

と
も
と
音
羽
屋
尾
上
菊
五
郎
に
か
か
わ
る
人
物
の
顔
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

コマ 6

コ
マ
6

は
み
が
き
の
助す

け

六ろ
く

《
一
雪
の
友　

二
薄
げ
し
や
う
／
三
あ
づ
ま
姫　

四
上
リ
》

〽
わ
し
や
ア
花
川
戸
の
助
六
と
も
／
ま
た
は
み
が
き
の
助
六
と
も
／
い
は
る
ゝ
男

だ
て
こ
の
は
み
が
き
で
／
み
が
い
た
は
の
あ
い
だ
か
ら
／
の
ぞ
い
て
み
ろ
あ
は
か

づ
さ
は
／
う
き
ゑ
の
や
う
に
み
へ
る
／
か
ひ
て
が
ふ
へ
り
や
ア
／
り
よ
う
に
み
づ

き
ん
／
り
う
ざ
ん
の
き
や
く
／
て
ん
か
ら
目
ぐ
ろ
の
だ
い
／
ま
で
ご
ぞ
ん
じ
し
ら

れ
た
／
く
す
り
は
み
が
き
だ
れ
だ
と
／
お
も
ふ
ア
ヽ
す
な
も
ね
へ
。

〽
わ
し
や
ア
、
花
川
戸
の
助
六
と
も
、
ま
た
歯
磨
き
の
助
六
と
も
言
は
る
ゝ



49（166）　式亭三馬店双六「賑式亭まさる双六」

男
伊
達
、
こ
の
歯
磨
き
で
磨
い
た
歯
の
間
か
ら
覗
い
て
み
ろ
。
安
房
上
総
は
浮
き
絵
の
や
う
に
見
へ
る
。
買
ひ
手
が
増
へ
り
や
ア
滝

に
水
、
金
竜
山
の
客
殿
か
ら
、
目
黒
の
台
ま
で
ご
存
じ
知
ら
れ
た
薬
歯
磨
き
、
誰
だ
と
思
ふ
。
ア
ヽ
砂
も
ね
へ
。

（
注
） 
値
段
は
百
文
・
五
十
文
・
三
十
二
文
（
出
）。
五
十
文
・
三
十
二
文
（
七
・
繁
）。
似
顔
絵
は
「
賑
式
亭
ま
さ
る
双
六
」
は
三

代
目
市
川
市
蔵
、「
江
戸
の
水
ま
さ
る
双
六
」
は
六
代
目
市
川
團
蔵
か
。

＊
二
段
目

コ
マ
7

吾あ
が
つ
ま
の
こ
し
も
と

妻
婢
女
艶つ
や

布ぬ
の

《
二
あ
づ
ま
ひ
め　

三
は
み
が
き
／
四
え
り
お
し
ろ
い　

五
天
人
香
》

コマ 7

〽
お
ん
も
の
ま
う
で
ご
ゆ
さ
ん
の
／
を
り
か
ら
お
と
も
は
は
づ
れ
ぬ
／
こ
の
つ
や

ぬ
の
と
り
わ
け
／
ほ
か
の
せ
い
ほ
う
よ
り
／
に
ほ
ひ
も
か
く
／
べ
つ
よ
う
つ
と
む

る
と
／
だ
ん
〳
〵
ひ
ろ
ま
る
／
し
ゆ
つ
せ
の
み
の
う
へ
／
あ
り
が
た
い
／
こ
と
で

／
ご
ざ
り
ま
す
な
ア

〽
御
物
詣
、
御
遊
山
の
折
か
ら
、
お
供
は
外
れ
ぬ
こ
の
艶
布
。
と
り
わ
け
他

の
製
法
よ
り
匂
ひ
も
格
別
、
良
う
勤
む
る
と
、
段
々
広
ま
る
出
世
の
身
の
上
、

有
り
難
い
こ
と
で
ご
ざ
り
ま
す
な
ア
。

（
注
） 

値
段
は
百
三
十
二
文
・
百
文
・
五
十
文
（
七
・
繁
・
出
）。
似
顔
絵
は
「
賑

式
亭
ま
さ
る
双
六
」・「
江
戸
の
水
ま
さ
る
双
六
」
と
も
二
代
目
尾
上
菊
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次
郎
。

コ
マ
8

妙め
う

あ
ら
ひ
粉こ
の

お
夏な
つ

《
三
え
り
お
し
ろ
い　

四
薄
け
し
や
う
／
五
あ
づ
ま
姫　

六
に

せ
の
水
》

〽
も
ろ
人
の
な
つ
き
て
ひ
ら
く
／
ふ
く
ぼ
た
ん
じ
や
う
ず
の
な
と
り
／
く
さ
〴
〵

の
そ
の
あ
ら
ひ
こ
の
／
う
へ
を
ゆ
く
わ
た
し
が
／
妙
の
い
ち
じ
る
き
／
か
を
り
は

こ
と
に
／
ふ
か
み
ぐ
さ
／
妙
あ
ら
ひ
こ
の
／
お
な
つ
と
い
ふ
／
あ
い
江
戸
製
／
で

ご
ざ
ん
す
／
は
い
な
ア

コマ 8

〽
諸
人
の
懐
き
て
（
夏
来
て
）
開
く
福
牡
丹
、
上
手
の
名
取
、
種
々
の
、
そ
の
洗
ひ
粉
の
上
を
行
く
私
が
妙
の
著
き
。
香
り
は
殊
に

深
見
草
、
妙
洗
ひ
粉
の
お
夏
と
い
ふ
。
あ
い
、
江
戸
製
で
ご
ざ
ん
す
は
い
な
ア
。

（
注
） 

値
段
は
五
十
文
・
二
十
四
文
、
筒
入
り
百
二
十
四
文
（
七
・
繁
）。
五
十
文
・
二
十
四
文
（
出
）。
似
顔
絵
は
「
賑
式
亭
ま
さ

る
双
六
」・「
江
戸
の
水
ま
さ
る
双
六
」
と
も
坂
東
し
う
か
。
し
う
か
は
安
政
二
年
に
歿
し
て
い
る
の
で
、「
江
戸
の
水
ま
さ
る

双
六
」
で
は
死
後
も
登
場
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

コ
マ
9

聖せ
い

利り

丸ま
る

直す
ぐ

通み
ち

《
二
一
夜
な
ほ
し　

三
即
効
太
／
四
は
み
が
き　

五
け
は
へ
》
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コマ 9コマ10

〽
く
さ
も
／
木
も
し
た
が
ひ
／
な
び
く
大
君
の
／
め
ぐ
み
に
う
る
ほ
ふ
／
あ
め
が

下
げ
に
／
せ
い
じ
ん
は
た
み
を
／
利
す
も
ろ
こ
し
の
／
夏か

の
禹う

王わ
う

が
古こ

じ事
／
に
な

ら
ひ
し
聖せ

い

利り

丸ま
る

／
す
ぐ
み
ち
は
三
馬
が
み
せ
の
／
し
ん
ざ
ん
し
ん
せ
い
ご
ひ
い
き

／
ね
が
ひ
あ
げ
ま
す
る

〽
草
も
木
も
従
ひ
靡
く
大
君
の
、
恵
み
に
潤
ふ
天
が
下
。
げ
に
聖
人
は
民
を

利
す
。
唐
土
の
夏
の
禹
王
が
古
事
に
習
ひ
し
聖
利
丸
直
道
は
、
三
馬
が
店
の

新
参
。
新
製
御
贔
屓
、
願
ひ
上
げ
ま
す
る
。

（
注
） 

値
段
は
五
十
文
（
出
）。
七
・
繁
に
商
品
の
記
載
無
し
。
似
顔
絵
は
「
賑

式
亭
ま
さ
る
双
六
」・「
江
戸
の
水
ま
さ
る
双
六
」
と
も
に
同
じ
、
未
詳
。

岩
井
系
の
顔
か
。

コ
マ
10

薄う
す

化げ

粧し
や
うの
お
雪ゆ
き

《
一
あ
づ
ま
姫　

二
金
勢
丸
／
三
は
み
が
き　

四
三
津
の
友
》

〽
な
つ
げ
し
や
う
う
す
お
し
ろ
い
の
／
う
へ
な
し
と
み
な
さ
ん
が
た
の
／
ご
ひ
い

き
に
な
ほ
さ
ら
／
つ
や
を
ま
し
／
う
れ
も
ま
さ
る
／
の
だ
て
い
し
や
う
／
こ
し
に

尺
八
／
た
け
の
ね
の
す
ぐ
／
な
る
お
か
ほ
へ
／
の
り
も
よ
く
う
す
く
／
き
れ
い
な

う
す
／
げ
し
や
う
の
お
ゆ
き
と
い
ふ
／
ア
ヽ
イ
江
戸
の
水
の
い
も
と
ぶ
ん
さ
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〽
夏
化
粧
薄
白
粉
の
上
な
し
と
、
皆
さ
ん
方
の
御
贔
屓
に
、
尚
更
艶
を
増
し
、
売
れ
も
勝
る
（
商
標
）
野
点
衣
装
。
腰
に
尺
八
竹
の

音
の
す
ぐ
な
る
お
顔
へ
の
り
も
良
く
、
薄
く
綺
麗
な
薄
化
粧
の
お
雪
と
い
ふ
、
ア
ヽ
イ
、
江
戸
の
水
の
妹
分
さ
。

（
注
） 

値
段
は
百
文
・
五
十
文
（
七
・
繁
・
出
）。
似
顔
絵
は
「
賑
式
亭
ま
さ
る
双
六
」・「
江
戸
の
水
ま
さ
る
双
六
」
と
も
三
代
目
岩

井
粂
三
郎
。
し
か
し
両
者
の
似
顔
絵
に
は
変
化
が
あ
る
。

コ
マ
11

毛け

生は
へ

之の

助す
け

玄く
ろ

妙た
へ

《
一
雪
の
友　

二
一
夜
な
ほ
し
／
三
天
人
香　

四
せ
い
り
丸
》

〽
わ
が
み
は
う
す
い
人
の
け
を
は
や
す
ゆ
ゑ
／
そ
の
な
も
の
び
田
け
は
へ
の
介
く
ろ
た
へ
／
き
み
を
お
も
ふ
も
み
せ
の
は
ん
え
い
／
お
ほ

コマ11

し
た
て
た
る
か
み
の
け
の
／
な
が
き
め
ぐ
み
を
あ
ほ
ぐ
の
み
／
そ
れ
博は
く

物ぶ
つ

志し

に
は

／
人
を
小せ

う

天て
ん

地ち

に
／
た
と
へ
か
み
の
け
を
／
く
さ
に
な
ぞ
ら
へ
し
／
ま
つ
そ
の
ご

と
く
／
く
さ
木
も
な
び
く
／
き
み
が
代
に
つ
や
う
る
は
し
き
か
み
か
た
ち
／
こ
ゝ

ろ
す
ぐ
な
る
お
も
か
げ
ぢ
や
な
ア

〽
我
が
身
は
薄
い
人
の
毛
を
生
や
す
故
、
そ
の
名
も
伸
田
毛
生
之
介
玄
妙
。

君
を
思
ふ
も
店
の
繁
栄
、
生
ほ
し
立
て
た
る
髪
の
毛
の
、
長
き
恵
み
を
仰
ぐ

の
み
。
其
れ
博
物
志
に
は
、
人
を
小
天
地
に
譬
へ
、
髪
の
毛
を
草
に
擬
へ
し
、

先
づ
そ
の
如
く
草
木
も
靡
く
君
が
代
に
艶
麗
し
き
髪
形
、
心
直
ぐ
な
る
面
影

ぢ
ゃ
な
ア
。
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（
注
） 

値
段
は
百
文
・
五
十
文
（
七
・
繁
・
出
）。
似
顔
絵
は
「
賑
式
亭
ま
さ

る
双
六
」・「
江
戸
の
水
ま
さ
る
双
六
」
と
も
坂
東
竹
三
郎
（
五
代
目

坂
東
彦
三
郎
）。

コ
マ
12

伊い

吹ぶ
き

艾も
ぐ
さ

右ゑ衛
門も
ん

陳ひ
ね

久ひ
さ

《
一
黒
平　

三
金
勢
丸
／
四
百
日
せ
き　

五
は
や
め
》

〽
そ
れ
が
し
は
い
ぶ
き
も
ぐ
さ
ゑ
も
ん
と
て
／
か
は
き
り
三み

ひ火
は
し
つ
か
り
と
お

さ
へ
／
や
く
の
つ
け
が
ら
う
お
な
か
の
こ
と
は
／
大
か
ら
小
ま
で
の
こ
ら
ず
む
ね

を
／
す
へ
て
か
ゝ
れ
ば
百
病
百
虫
ひ
つ
か
ら
め
／
ね
つ
き
り
は
つ
き
り
や
ま
ひ
／

コマ12

き
り
と
火く
わ

気き

身し
ん

た
い
に
／
め
ぐ
る
を
り
し
も
西
に
／
あ
た
つ
て
あ
か
〳
〵
と
つ
も
／
れ
る
雪
の
い
さ
ま
し
さ
／
灸き
う

後ご

に
ふ
じ
を
み
つ
／
ま

さ
る
と
き
に
と
つ
て
／
の
さ
い
さ
き
よ
し
め
で
た
い
／
こ
の
ば
の
な
が
め
ぢ
や
な
ア

〽
某
は
伊
吹
艾
右
衛
門
と
て
、
皮
切
三
火
は
し
っ
か
り
と
抑
へ
、
役
（
灸
）
の
付
（
点
け
）
家
老
、
お
腹
の
事
は
大
か
ら
小
ま
で
残

ら
ず
胸
を
据
へ
て
懸
れ
ば
、
百
病
百
虫
引
っ
絡
め
、
根
切
葉
切
、
病
切
り
と
、
火
気
身
体
に
廻
る
折
し
も
、
西
に
当
た
っ
て
明
々
と

積
れ
る
雪
の
勇
ま
し
さ
、
灸
後
に
富
士
（
不
死
）
を
見
つ
（
水
）
ま
さ
る
（
商ま

さ
る標
）。
時
に
取
っ
て
の
幸
先
良
し
、
め
で
た
い
こ
の

場
の
眺
め
ぢ
ゃ
な
ア

（
注
） 

値
段
は
、
四
十
文
・
二
十
文
・
八
文
（
七
）、
四
十
文
・
二
十
文
（
出
）、
繁
に
商
品
の
記
載
無
し
。
似
顔
絵
は
「
賑
式
亭
ま

さ
る
双
六
」・「
江
戸
の
水
ま
さ
る
双
六
」
と
も
四
代
目
坂
東
三
津
五
郎
（
十
一
代
目
森
田
勘
彌
）。
し
か
し
両
者
の
似
顔
絵
に
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は
変
化
が
あ
る
。

＊
三
段
目

コ
マ
13

雪ゆ
き

野の

友と
も

成な
り

《
三
つ
や
ぬ
の　

四
金
勢
丸
／
五
は
み
か
き　

六
即
効
太
》

〽
こ
の
ら
ん
じ
や
た
い
の
／
め
い
か
う
は
三
馬
の
／
て
う
ほ
う
あ
づ
か
り
／
や
く
は
か
く
い
ふ
ゆ
き
の
／
友
な
り
兄
花
の
え
ん
／
大
夫
月

の
な
が
め
も
ろ
／
と
も
三
つ
の
な
が
め
と
／
人
ご
と
に
お
も
と
め
／
あ
る
お
ほ
ん
め
ぐ
み
は
／
か
う
べ
に
つ
も
る
／
む
つ
の
は
な
や
か
は

な
〴
〵
し
い
／
か
う
き
を
／
お
は
な
に
い
る
ゝ
で
ご
ざ
ら
う

コマ13

〽
こ
の
蘭
奢
待
（
袋
）
の
名
香
は
三
馬
の
調
法
、
預
か
り
役
は
斯
く
い
ふ
雪

野
友
成
、
兄
花
の
宴
大
夫
、
月
の
眺
め
、
も
ろ
と
も
三
つ
の
眺
め
と
、
人
ご

と
に
お
求
め
あ
る
御
恵
み
は
頭
に
積
る
、
六
つ
の
華
（
六
花
）
や
か
華
々
し

い
香
気
を
お
鼻
に
入
る
ゝ
で
ご
ざ
ら
う
。

（
注
） 

商
品
名
は
「
蘭
奢
袋
」、
匂
い
袋
。
弘
化
四
年
『
五ご

色し
き

染そ
め

苧お
だ

環ま
き

冊ぞ
う

子し

』

初
編
下
（
十
六
オ
）
に
よ
れ
ば
、「
雪
の
友
」
は
金
百
疋
、「
月
の
眺
」

は
金
百
五
十
疋
、「
花
の
宴
」
は
金
三
百
疋
、「
四
季
の
友
」
は
金
五

十
疋
。
七
・
出
に
は
「
四
季
の
友
」・「
御
匂
ひ
袋
」
の
値
段
は
金
二

朱
（
＝
金
五
十
疋
）
と
あ
る
。
繁
で
は
雪
月
花
の
三
種
の
商
品
名
が
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出
る
が
、「
花
の
宴
」
だ
け
が
金
二
百
疋
と
、『
五
色
染
苧
環
冊
子
』
よ
り
百
疋
安
く
な
っ
て
い
る
。
似
顔
絵
は
「
賑
式
亭
ま

さ
る
双
六
」・「
江
戸
の
水
ま
さ
る
双
六
」
と
も
二
代
目
市
川
九
蔵
（
六
代
目
市
川
團
蔵
）。

コ
マ
14

百ひ
や
く

日に
ち

せ
き
の
助す
け

直す
ぐ

治な
ほ

《
二
伊
吹
艾　

四
一
夜
な
ほ
し
／
五
け
は
へ　

六
黒
平
》

〽
と
め
た
〳
〵
お
つ
と
め
た
一
ば
ん
／
と
ま
つ
て
く
ん
さ
る
な
ら
／
か
た
じ
け
な
ま
ゑ
の
あ
と
／
ひ
き
酒
な
が
く
て
い
き
な
／
ゆ
き
の
ゐ

つ
ゞ
け
な
が
く
て
／
き
れ
い
な
を
な
が
ど
り
／
な
が
く
て
き
た
な
い
／
う
し
の
せ
う
べ
ん
十
八
丁
は
／
さ
て
お
い
て
の
ど
に
百
日
せ
き
／

を
す
へ
そ
の
ゐ
つ
ゞ
け
は
う
ん
ざ
り
だ
／
あ
さ
ひ
な
な
ら
ぬ
あ
さ
ま
た
き
／
あ
さ
め
し
ま
へ
の
お
ち
や
の
こ
で
／
ち
よ
つ
と
な
ほ
す
が
え

コマ14

て
も
の
ゝ
／
本
町
庵
の
お
く
す
り
だ
ア
も
さ

〽
止
め
た
〳
〵
、
お
っ
止
め
た
。
一
番
止
ま
っ
て
く
ん
さ
る
な
ら
、
忝
じ
け

生
酔
の
後
引
き
酒
、
長
く
て
粋
な
雪
の
居
続
け
、
長
く
て
綺
麗
な
尾
長
鶏
、

長
く
て
汚
い
牛
の
小
便
十
八
丁
は
さ
て
お
い
て
、
喉
に
百
日
咳
を
据
へ
、
そ

の
居
続
け
は
う
ん
ざ
り
だ
。
朝
比
奈
な
ら
ぬ
朝
ま
だ
き
、
朝
飯
前
の
お
茶
の

子
で
ち
ょ
っ
と
治
す
が
得
手
物
の
、
本
町
庵
の
お
薬
だ
ア
も
さ
。

（
注
） 

値
段
は
百
文
（
七
・
繁
・
出
）。
似
顔
絵
未
詳
。「
賑
式
亭
ま
さ
る
双
六
」・

「
江
戸
の
水
ま
さ
る
双
六
」
の
似
顔
絵
に
変
化
が
あ
る
。
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コ
マ
15

人に
ん

参じ
ん

即そ
く

効か
う

太だ

《
一
せ
い
り
丸　

二
は
み
が
き
／
三
は
や
め　

四
に
せ
の
水
》

〽
め
で
た
い
き
つ
さ
う
／
ご
ち
う
し
ん
〳
〵
と
千
里
ひ
と
ゝ
び
／
は
や
ば
し
り
そ

く
し
つ
き
は
／
お
ろ
か
な
事
す
い
こ
で
ん
の
／
神
行
太
保
た
い
そ
う
／
き
く
と
ご

ひ
や
う
ば
ん
／
八
百
里
を
ば
一
ト
と
び
に
／
は
せ
川
の
大
じ
か
け
／
ま
く
な
し
の

は
や
が
は
り
も
／
お
よ
ば
ぬ
に
ん
じ
ん
／
即
効
で
せ
ヱ
／
ま
た
も
や
か
う
の
う
／

お
し
ら
せ
ま
う
／
さ
ん

〽
め
で
た
い
吉
相
、
御
注
進
〳
〵
と
千
里
一
飛
び
早
走
り
、
足
疾
鬼
は
愚
か

な
事
、
水
滸
伝
の
神
行
太
保
、
戴
宗
（
大
層
）
効
く
と
御
評
判
、
八
百
里
を

ば
一
と
飛
び
に
長
谷
川
の
大
仕
掛
け
、
幕
無
し
の
早
変
は
り
も
及
ば
ぬ
、
人

参
即
効
で
せ
ヱ
。
又
も
や
効
能
、
お
知
ら
せ
申
さ
ん
。

（
注
） 

貝
に
入
っ
た
油
薬
（
七
）。
値
段
は
五
十
文
・
二
十
四
文
（
七
・
繁
・
出
）。

似
顔
絵
未
詳
。「
賑
式
亭
ま
さ
る
双
六
」・「
江
戸
の
水
ま
さ
る
双
六
」

と
も
似
顔
絵
に
変
化
が
あ
る
。

コ
マ
16

に
せ
の
水
《
こ
の
所
へ
あ
た
る
人
は
／
一
代
で
る
こ
と
な
ら
ず
》

コマ15コマ16
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〽
に
せ
組
の
わ
る
も
の
ど
も
せ
つ
ぶ
ん
の
鬼
の
ご
と
く
ど
こ
か
み
つ
け
て
／
み
せ
を
だ
し
お
し
う
り
せ
ん
と
う
ろ
つ
く
所
を
江
戸
の
水
つ

や
の
介
が
年
／
男
ず
つ
と
か
う
き
も
ま
す
ら
を
の
ま
め
の
つ
ぶ
て
に
鬼
も
ろ
と
も
に
／
お
ひ
つ
め
／
ら
れ
／
つ
ひ
に
／
二
代
／
で
る
こ
と

／
な
ら
ず

［
台
詞
］
に
せ
組
ど
も
／
〽
と
て
も
江
戸
の
水
に
は
／
お
よ
ば
ぬ
／
〳
〵
／
西
の
う
み
へ
／
さ
ら
り
と
／
や
め
る
が
／
い
ち
の
て
／

〳
〵

〽
偽
組
の
悪
者
ど
も
、
節
分
の
鬼
の
如
く
、
ど
こ
か
見
つ
け
て
店
を
出
し
、
押
し
売
り
せ
ん
と
う
ろ
つ
く
所
を
、
江
戸
の
水
艶
の
介

が
年
男
、
ず
っ
と
高
貴
も
ま
す
（
増
す
）
ら
を
の
豆
の
つ
ぶ
て
に
、
鬼
も
ろ
と
も
に
追
ひ
詰
め
ら
れ
、
遂
に
二
代
出
る
こ
と
な
ら
ず
。

［
台
詞
］
偽
組
ど
も
〽
と
て
も
江
戸
の
水
に
は
及
ば
ぬ
〳
〵
。
西
の
海
へ
さ
ら
り
と
や
め
る
が
、
一
の
手
〳
〵
。

コマ17

（
注
） 「
に
せ
の
水
」（
出
・
繁
）、「
類
薬
《
江
戸
の
水
の
お
つ
か
ぶ
せ
》」（
七
）、

「
よ
そ
の
見
世
」（
七
）、「
紛
れ
物
《
あ
づ
ま
布
の
お
つ
か
ぶ
せ
》」

（
繁
・
出
）
な
ど
の
コ
マ
が
あ
る
。
偽
造
品
の
注
意
喚
起
の
一
種
。

コ
マ
17

一い
ち

夜や

治な
ほ

四し

郎ら
う

速す
み
や
か《
三
天
人
香　

四
せ
い
り
丸
／
五
け
は
へ　

六
は
や
め
》

〽
五ご

風ふ
う

十じ
ふ

雨う

も
／
時
を
た
が
へ
ず
／
す
な
ほ
な
御
／
代
に
み
な
れ
ぬ
／
う
ぬ
は
さ

て
は
き
こ
／
ゆ
る
風
の
神
だ
な
／
け
と
う
じ
ん
を
／
お
つ
か
へ
す
そ
の
／
か
み
か

ぜ
や
一
夜
／
な
ほ
四
郎
す
み
や
か
が
／
手
の
う
ち
み
せ
ん
／
い
さ
ま
し
や
／
な
ア
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〽
五
風
十
雨
も
時
を
違
へ
ず
素
直
な
御
代
に
見
慣
れ
ぬ
う
ぬ
は
、
さ
て
は
聞
こ
ゆ
る
風
（
風
邪
）
の
神
だ
な
。
毛
唐
人
を
追
っ
返
す

そ
の
神
風
や
、
一
夜
治
四
郎
速
が
手
の
内
見
せ
ん
、
勇
ま
し
や
な
ア
。

（
注
） 

値
段
は
二
十
八
文
・
五
十
文
（
七
・
出
）、
二
十
八
文
（
繁
）。
似
顔
絵
は
「
賑
式
亭
ま
さ
る
双
六
」・「
江
戸
の
水
ま
さ
る
双
六
」

と
も
四
代
目
市
川
小
團
次
。

コ
マ
18

跡あ
と

原ば
ら

治な
ほ
るが
妻つ
ま

早は
や

梅め

《
一
伊
吹
艾　

四
妙
あ
ら
ひ
こ
／
五
つ
や
ぬ
の　

六
金
勢
丸
》

〽
つ
ね
〴
〵
に
お
つ
と
を
天
と
う
や
ま
ひ
て
／
ち
の
道
も
し
る
女
か
し
こ
き
と
は
／
さ
き
に
名
だ
ゝ
る
大
人
が
た
は
れ
う
た
／
天
と
う
や

コマ18

ま
ふ
貞
女
／
け
ん
女
も
し
ゆ
う
と
／
や
ま
ひ
に
か
た
れ
ぬ
／
な
ら
ひ
と
か
く
女
子

／
に
つ
き
も
の
ゝ
そ
の
／
ち
の
道
を
な
ほ
す
／
わ
た
し
は
三
馬
の
め
う
や
く
／
さ

ん
や
う
湯
太
夫
が
せ
が
れ
／
あ
と
ば
ら
な
ほ
る
が
つ
ま
の
は
や
め
／
お
み
し
り
お

か
れ
て
く
だ
さ
り
ま
せ

〽
常
々
に
夫
を
天
と
敬
ひ
て
血
の
道
も
知
る
女
賢
き
、
と
は
先
に
名
立
た
る

大
人
が
戯
れ
歌
。
天
と
敬
ふ
貞
女
、
賢
女
も
、
主
と
病
ひ
に
勝
た
れ
ぬ
習
ひ
。

と
か
く
女
子
に
付
き
物
の
、
そ
の
血
の
道
を
治
す
私
は
三
馬
の
妙
薬
、
三
養

湯
太
夫
が
倅
、
跡
原
治
が
妻
早
梅
、
お
見
知
り
置
か
れ
て
く
だ
さ
り
ま
せ
。

（
注
） 

商
品
の
記
載
無
し
（
七
・
繁
・
出
）。
た
だ
し
、
右
に
言
及
さ
れ
る
「
三
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養
湯
」
は
あ
り
、
百
三
十
二
文
・
百
文
・
五
十
文
（
七
・
繁
）。
似
顔
絵
は
「
賑
式
亭
ま
さ
る
双
六
」・「
江
戸
の
水
ま
さ
る
双

六
」
と
も
五
代
目
市
川
團
之
助
。

＊
四
段
目

コ
マ
19

局つ
ぼ
ね

朝あ
さ

日ひ

野の

《
一
百
日
せ
き　

二
は
や
め
／
三
せ
い
り
丸　

四
三
津
の
友
》

〽
わ
た
し
は
り
や
う
じ
ゆ
さ
ん
の
お
か
げ
で
／
目
賀
よ
い
ち
あ
き
み
つ
公
の
老
女
／
そ
の
な
も
あ
さ
ひ
の
で
た
ち
ば
へ
／
き
も
は
る
の
ひ

の
／
う
ら
ゝ
か
さ
は
れ
〴
〵
と
／
よ
も
の
け
し
き
／
み
う
ま
が
み
せ
の
／
め
の
り
や
う
や
く
／
て
ん
ぢ
く
に
て
ち
ゑ
／
す
ぐ
れ
し
り
や
う

コマ19

／
じ
ゆ
ぼ
さ
つ
の
／
ひ
は
う
ゆ
ゑ
こ
と
さ
ら
／
き
ゝ
め
が
ち
が
ふ
ぞ
へ

〽
私
は
霊
鷲
山
（
龍
樹
散
）
の
お
か
げ
で
目
賀
世
一
（
目
が
よ
い
）
顕
光
公

の
老
女
。
そ
の
名
も
朝
日
野
（
朝
日
の
）
出
立
映
へ
、
気
も
春
（
張
る
）
の

日
の
麗
ら
か
さ
、
晴
々
と
四
方
の
景
色
、
三
馬
が
店
の
目
の
良
薬
、
天
竺
に

て
智
恵
優
れ
し
霊
鷲
（
龍
樹
）
菩
薩
の
秘
宝
故
、
こ
と
さ
ら
効
き
目
が
違
ふ

ぞ
へ
。

（
注
） 

値
段
は
三
十
六
文
（「
御
目
あ
ら
ひ
薬
」
七
・
繁
・
出
）。
文
化
九
年
（
一

八
一
二
）『
江え

ど
の戸
水み
ず

福
さ
い
わ
い

話ば
な
し』
三
巻
（
十
五
ウ
）
に
よ
れ
ば
、
商
品
名

は
「
龍
樹
散
」。
似
顔
絵
は
「
賑
式
亭
ま
さ
る
双
六
」・「
江
戸
の
水
ま
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さ
る
双
六
」
と
も
初
代
市
川
新
車
か
。

コ
マ
20

積し
や
くの
黒く
ろ

平へ
い

《
二
雪
の
友　

三
即
効
太
／
四
け
は
へ　

五
伊
吹
艾
》

〽
そ
れ
黒こ

く

色し
よ
くは
北ほ
く

方は
う

水す
い

位ゐ

北き
た

は
子ね

に
／
し
て
大
こ
く
の
つ
か
は
し
め
な
る
福
／
ね

ず
み
そ
れ
く
ろ
の
た
ふ
と
き
こ
と
は
／
げ
ん
じ
の
大
し
や
う
く
ら
う
よ
し
つ
ね
／

の
ら
せ
た
ま
ふ
は
た
い
ふ
ぐ
ろ
／
こ
れ
そ
の
こ
ろ
の
め
い
ば
に
／
し
て
哥
人
に
く

ろ
ぬ
し
／
た
て
し
ゆ
に
く
ろ
ふ
ね
／
す
な
は
ち
し
や
く
の
／
く
ろ
平
と
は
く
ろ
で

／
た
い
ら
ぐ
な
の
え
ん
ぎ
／
ま
つ
く
ろ
ご
く
の
上
上
吉
／
く
ろ
い
を
じ
ま
ん
の
く

コマ20

ろ
で
た
ち
／
し
や
く
の
む
し
め
を
か
く
の
と
ほ
り
／
な
に
よ
ヲ
小
積し
や
くな
フ
ハ
ヽ
ヽ
ヽ

〽
そ
れ
黒
色
は
北
方
水
位
、
北
は
子
に
し
て
大
黒
の
使
は
し
め
な
る
福
鼠
、
そ
れ
黒
の
尊
き
こ
と
は
源
氏
の
大
将
九
郎
義
経
乗
ら
せ

給
ふ
は
大
夫
黒
、
こ
れ
そ
の
頃
の
名
馬
に
し
て
、
哥
人
に
黒
主
、
伊
達
衆
に
黒
船
。
即
ち
積
の
黒
平
と
は
、
黒
で
平
ら
ぐ
名
の
縁
起
、

真
っ
黒
、
極
の
上
上
吉
、
黒
い
を
自
慢
の
黒
出
立
ち
。
積
の
虫
め
を
斯
く
の
通
り
。
何
よ
ヲ
小
積
な
フ
ハ
ヽ
ヽ
ヽ
。

（
注
） 

値
段
は
百
文
・
五
十
文
（
七
・
繁
・
出
）。
似
顔
絵
は
「
賑
式
亭
ま
さ
る
双
六
」・「
江
戸
の
水
ま
さ
る
双
六
」
と
も
三
代
目
關

三
十
郎
（
弘
化
・
嘉
永
頃
の
姿
）。
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コ
マ
21

う
り
だ
し
／
五
月
　
吉き

ち

例れ
い

《
小
三
馬
作
／
豊
国
画
》
絵
ざ
う
し

け
い
ぶ
つ
ニ
奉
差
上
候

江え

戸ど

の
水み
づ

／
艶つ
や

之の

助す
け

〽
め
で
た
い
は
る
の
／
せ
つ
ぶ
ん
に
ふ
く
は
／
う
ち
は
の
に
ぎ
は
ひ
て
／
け
ふ
と

し
こ
し
の
／
お
に
や
ら
ひ
お
に
は
／
そ
と
よ
り
し
の
び
／
い
る
う
ぬ
は
た
し
か
に

／
に
せ
の
水
だ
な
／
薬
水
の
よ
こ
／
づ
な
と
そ
の
な
も
／
日
の
で
の
山
な
す
う
り

だ
か
／
水
の
中
で
の
水
一
ば
ん
江
戸
／
の
水
ぎ
は
た
て
も
の
と
い
ま
や
／
わ
か
て

の
は
や
り
ッ
子
が
／
お
に
う
ち
ま
め
に
お
つ
ぱ
ら
へ
ば
／
う
ぬ
ら
が
は
な
も
あ
く

ま
が
う
／
ふ
く
お
ん
て
き
た
い
さ
ん
に
し
の
／
う
み
さ
ら
り
〳
〵
と
お
ひ
／
こ
く

る
あ
ら
こ
ゝ
ち
よ
い
／
あ
り
さ
ま
ぢ
や
よ
な
ア

〽
め
で
た
い
春
の
節
分
に
、
福
は
内
は
の
賑
は
ひ
て
、
今
日
年
越
し
の
鬼
遣

ら
ひ
。
鬼
は
外
よ
り
忍
び
入
る
、
う
ぬ
は
確
か
に
偽
の
水
だ
な
。
薬
水
の
横

綱
と
、
そ
の
名
も
日
の
出
の
山
な
す
売
り
（
茄
子
・
瓜
）
高
、
水
の
中
で
の

水
一
番
。
江
戸
の
水
際
立
物
と
、
今
や
若
手
の
流
行
り
っ
子
が
、
鬼
打
ち
豆

に
お
っ
払
へ
ば
、
う
ぬ
ら
が
鼻
も
悪
魔
降
伏
、
怨
敵
退
散
、
西
の
海
さ
ら
り

コマ21
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〳
〵
と
追
ひ
こ
く
る
、
あ
ら
心
地
よ
い
有
様
ぢ
ゃ
よ
な
ア
。

一
ッ　

雪ゆ
き

の
友と
も

成な
り　
　
　

二
ッ　

一い
ち

夜や

な
ほ
し

三
ッ　

朝あ
さ

日ひ

野の　
　
　
　

四
ッ　

黒く
ろ

平へ
い

五
ッ　

え
り
お
し
ろ
い　

六
ッ　

三み

津つ

の
友と
も

（
注
） 

値
段
は
百
五
十
文
・
百
文
・
五
十
文
（
七
・
繁
・
出
）。
似
顔
絵
は
「
賑
式
亭
ま
さ
る
双
六
」・「
江
戸
の
水
ま
さ
る
双
六
」
と

も
三
代
目
河
原
崎
長
十
郎
（
初
代
河
原
崎
権
十
郎
／
九
代
目
市
川
團
十
郎
）。

コマ22

コ
マ
22

え
り
お
し
ろ
い
の
お
艶え

ん

《
三
百
日
せ
き　

四
妙
あ
ら
ひ
こ
／
五
あ
づ
ま
姫　

六
薄

け
し
や
う
》

〽
一
夜
な
ほ
し
で
風
の
神
の
あ
く
ま
を
は
ら
ひ
／
江
戸
の
水
の
お
や
か
た
さ
ん
が

／
に
せ
組
の
わ
る
も
の
を
と
り
／
ひ
し
ぐ
と
な
り
と
う
へ
の
／
す
ぐ
れ
び
と
に
ま

け
／
ず
に
わ
た
し
も
正
／
め
い
あ
く
ぬ
き
の
／
え
り
に
え
ら
み
し
／
ご
く
上
製
お

ん
め
し
／
も
の
ゝ
え
り
に
つ
く
／
い
や
み
な
こ
と
は
／
き
つ
い
き
ら
ひ
こ
ゝ
ろ
は

／
き
よ
い
か
ん
の
み
づ
／
さ
ら
し
ぬ
い
た
る
に
ほ
ひ
い
り
／
ぱ
つ
ち
り
な
ど
は
お
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よ
ば
ぬ
事
さ

〽
一
夜
直
し
で
風
（
風
邪
）
の
神
の
悪
魔
を
祓
ひ
、
江
戸
の
水
の
親
方
さ
ん
が
偽
組
の
悪
者
を
取
り
ひ
し
ぐ
。
隣
と
上
の
優
れ
人
に

負
け
ず
に
、
私
も
正
銘
あ
く
（
悪
）
ぬ
き
の
、
襟
に
選
み
し
極
上
製
。
御
召
し
物
の
襟
に
つ
く
、
嫌
み
な
こ
と
は
き
つ
い
嫌
ひ
。
心

は
清
い
寒
の
水
。
晒
し
ぬ
い
た
る
匂
ひ
入
り
。
ぱ
っ
ち
り
な
ど
は
、
お
よ
ば
ぬ
事
さ
。

（
注
） 

値
段
は
百
文
・
五
十
文
・
三
十
二
文
（
七
・
出
）、
五
十
文
・
三
十
二
文
（
繁
）。
似
顔
絵
未
詳
。

コ
マ
23

三み

つ津
の
友と
も
へ
い平
《
一
あ
づ
ま
姫　

三
雪
の
友
／
五
一
夜
な
ほ
し　

六
は
や
め
》

コマ23

〽
雪
月
花
の
三
し
な
い
り
う
れ
る
に
／
つ
れ
て
ふ
た
ゝ
び
ひ
ろ
む
る
三
津
の
友
平

／
お
と
も
は
は
づ
れ
ぬ
い
ろ
や
つ
こ
／
ゆ
き
の
は
だ
へ
に
月
の
ま
ゆ
／
は
け
花
の

か
ん
ば
せ
／
う
る
は
し
く
す
る
の
は
／
え
て
の
大
と
り
げ
／
ふ
り
だ
せ
〳
〵
ふ
り

／
だ
し
の
お
し
ろ
い
入
を
／
は
じ
め
と
し
て
／
な
に
ゝ
か
ぎ
ら
ず
／
ま
ゆ
は
け
る

ゐ
／
お
も
と
め
あ
れ
や
お
と
く
い
が
た

〽
雪
月
花
の
三
品
入
り
。
売
れ
る
に
つ
れ
て
再
び
広
む
る
三
津
の
友
平
、
お

供
は
外
れ
ぬ
色
奴
。
雪
の
肌
へ
に
月
の
眉
刷
毛
。
花
の
か
ん
ば
せ
麗
し
く
す

る
の
は
得
手
の
大
鳥
毛
。
振
り
出
せ
〳
〵
、
振
り
出
し
（
冊
前
六
法
・
粉
を

振
り
出
す
容
器
・
双
六
の
サ
イ
コ
ロ
を
振
り
始
め
）
の
白
粉
入
を
は
じ
め
と
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し
て
、
何
に
限
ら
ず
眉
刷
毛
類
、
御
求
め
あ
れ
や
お
得
意
方
。

（
注
） 

値
段
は
、
三
品
入
り
、
二
匁
三
分
（
七
）。
出
に
商
品
の
記
載
無
し
。
繁
に
値
段
の
記
載
な
し
。
似
顔
絵
未
詳
。「
賑
式
亭
ま

さ
る
双
六
」
と
「
江
戸
の
水
ま
さ
る
双
六
」
の
似
顔
絵
に
変
化
が
あ
る
。

＊
参
考
資
料
「
江
戸
の
水
ま
さ
る
双
六
」

国
会
図
書
館
蔵
「
賑
式
亭
ま
さ
る
双
六
」
に
は
袋
が
な
か
っ
た
の
で
、
参
考
と
し
て
、
本
資
料
を
改
題
し
た
「
江
戸
の
水
ま
さ
る
双
六
」

の
袋
と
序
文
を
掲
載
す
る
。
簡
単
に
書
誌
等
を
記
す
。

■
題
名　
　
「
江
戸
の
水
ま
さ
る
双
六
」

■
著
者　
　

式
亭
小
三
馬
（
作
）・
三
代
歌
川
豊
国
（
画
）・
梅
素
亭
玄
魚
（
袋
）

■
板
元　
　

式
亭
三
馬
店
（
双
六
）・
本
町
庵
三
馬
（
袋
）

■
改
印　
　

な
し
、「
賑
式
亭
ま
さ
る
双
六
」
に
あ
っ
た
も
の
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。

■
刊
年　
　

元
治
元
年
（
一
八
六
四
、
序
）

■
装
丁　
　

 

双
六
は
墨
摺
、
一
枚
、
縦
三
十
四
㎝
×
横
四
十
五
・
三
㎝
。
色
摺
の
袋
と
序
文
が
一
枚
に
印
刷
さ
れ
て
お
り
、
縦
二
十
三
・

三
㎝
×
十
七
・
三
㎝
。
右
が
表
紙
、
左
が
序
文
に
あ
た
り
、
右
長
辺
が
糊
し
ろ
の
形
に
な
っ
て
い
て
、
紙
全
体
を
縦
に
半
折

し
て
の
り
付
け
し
、
当
時
の
草
双
紙
の
袋
と
同
じ
筒
状
を
形
成
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
表
紙
相
当
部
分
の
幅
が
十

一
・
五
㎝
。

■
所
蔵　
　

 

国
立
国
会
図
書
館　
『
江
戸
の
水
双
六
』（
寄
別
（
―

（
―

（
―

（
）
の
う
ち
、
袋D

O
I: 0.（（（0（/（（0（（（（

、
双
六D

O
I: 
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（0.（（（0（/（（0（（（（

（
二
〇
二
三
年
三
月
一
日
参
照
）。『
江
戸

の
水
双
六
』
は
三
馬
店
の
双
六
五
種
を
袋
な
ど
と
共
に
ま
と
め

た
帖
で
、
今
回
商
品
値
段
の
参
照
に
使
用
し
た
「
賑
式
亭
繁
栄

双
六
」・「
初
商
出
世
双
六
」
も
共
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

右
の
通
り
、「
江
戸
の
水
ま
さ
る
双
六
」
の
袋
は
、
幕
末
に
草
双
紙
な
ど

の
装
丁
で
活
躍
し
た
梅
素
亭
玄
魚
が
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し
て
い
る
。
三
馬
の

「
三
」
を
デ
ザ
イ
ン
化
し
た
も
の
と
、
た
く
さ
ん
の
「
馬
」
を
デ
ザ
イ
ン
化

し
た
店
の
商
標
を
あ
し
ら
っ
た
地
に
、
中
央
に
貼
り
つ
け
た
絵
題
簽
の
意
匠

で
大
き
な
富
士
を
正
面
に
、
三
馬
店
の
あ
る
通
り
の
正
月
の
様
子
を
描
く
。

退
色
し
て
い
る
の
で
実
際
の
色
は
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
の
前
の
時
代
の
袋
と

は
違
っ
て
華
や
か
な
印
象
を
受
け
る
。

例
え
ば
天
保
改
革
か
ら
ほ
ど
な
い
時
期
の
名
主
印
が
一
つ
の
時
代
に
作
ら

れ
た
「
賑
式
亭
繁
栄
双
六
」（
改
印
「
村
田
」、
天
保
十
四
年
か
ら
弘
化
四
年
）

は
デ
ザ
イ
ン
化
し
た
商
標
を
用
い
て
墨
を
中
心
に
色
を
さ
す
と
い
う
形
で
、

意
識
し
て
色
を
抑
え
て
い
る
印
象
が
あ
る
。
序
文
も
「
乍
憚
御
礼
口
上
」（
は

ば
か
り
な
が
ら
お
ん
れ
い
こ
う
じ
ょ
う
）
と
、
商
標
の
顔
を
も
っ
た
主
人
が

裃
を
着
て
、
両
手
を
つ
い
て
頭
を
下
げ
、
謹
ん
で
挨
拶
す
る
図
を
中
央
に
置

図 4　「江戸の水まさる双六」（国会図書館蔵）
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い
て
挨
拶
文
が
書
か
れ
て
い
る
。そ
し
て
安
政
元
年
九
月
の
改
印
が
あ
る「
初

商
出
世
双
六
」（
改
印
「
改
・
寅
九
」）
で
も
「
賑
式
亭
繁
栄
双
六
」
と
同
じ

序
文
を
使
う
。
袋
に
色
摺
り
が
戻
っ
て
き
て
い
る
と
は
い
え
、
背
景
は
式
亭

三
馬
の
印
章
を
デ
ザ
イ
ン
化
し
た
も
の
で
、
改
ま
っ
た
物
堅
い
印
象
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
両
者
に
は
天
保
改
革
の
出
版
統
制
の
影
響
が
垣
間
見
ら
れ
る

が
、
草
双
紙
の
表
紙
に
お
い
て
も
色
版
な
ど
の
修
正
が
様
々
変
更
さ
れ
る
よ

う
に
、
こ
れ
ら
の
資
料
だ
け
で
こ
の
題
名
の
資
料
の
特
徴
に
つ
い
て
確
定
的

な
こ
と
を
述
べ
る
の
は
難
し
い
。
今
は
所
見
資
料
の
報
告
の
み
と
し
て
お
く
。

表［
熨
斗
］
御
年
玉
／
梅
素
［
印
］

江え

ど戸
の
水み
づ　
［
商ま
さ
る標
］
双す
こ

六ろ
く

式
亭
小
三
馬
作
［
印
］
／
一
陽
斎
豊
国
画
［
印
］

《
新
暦
／
佳
儀
》
本
町
庵
三
馬
蔵
版

序＊�

文
字
・
ふ
り
が
な
は
原
文
の
通
り
翻
字
し
た
が
、
改
行
を
「
／
」
で
示
し
、

読
み
や
す
さ
の
た
め
に
読
点
「
、」
を
加
え
た
。「
。」
は
原
文
通
り
で
あ
る
。

図 5　「江戸の水まさる双六」袋（表・序）
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月つ
き

の
む
さ
し
の
ひ
ら
け
て
よ
り
、
東あ
づ
まの
花は
な

の
春は
る

は
曙
あ
け
ぼ
の、
や
う
〳
〵
白し
ろ

き
は
艶あ
だ

な
薄う
す

化け

粧し
や
うに
／
江え

戸ど

褄づ
ま

の
は
で
や
か
に
し
て
、
吾あ
づ
ま嬬
男を
と
この
通つ
う

言げ
ん

。
江え

戸ど

染ぞ
め

と
共と
も

に
日ひ

々ゞ
に
新あ
ら
たな
り
、
江え

戸ど

仕し

立た
て

の
／
当た
う

世せ
い

風ふ
う

は
京
み
や
こ

坂な
に
はの
風み
や
び
を
ら

流
家
も
好こ
の

む
な
ど
、
吾わ
が

大お
ほ

江え

門ど

の
名ほ
ま
れ誉
に
し
て
。
金き
ん

の
鯱
さ
ち
ほ
この

下も
と

に
／
う
ま
れ
て
。
水す
ゐ

道だ
う

の
水み
づ

を
産う
ぶ

湯ゆ

に
あ
び
る
て
ふ
。
江え

戸ど

ッ
子こ

の
あ
り
か
た
さ
な
る
べ
し
。
江え

戸ど

川が
は

の
水み
づ

に
／
鄙ひ
な

び
た
る
垢あ
か

を
清そ
ゝ

げ

ば
、
江え

戸ど

ぶ
し
の
妙め
う

音お
ん

高た
か

く
。
異い

国こ
く

ま
で
ひ
ゞ
く
河か

東と
う

の
ひ
と
ふ
し
／
蛇じ
や

の
目め

傘が
さ

に
六あ
め
が
し
た合。
広ひ
ろ

き
恩め
ぐ
み恵
を
、
江え

戸ど

紫む
ら
さ
きの
抹は
ち
ま
き額
は
戯け

場ぢ
や
うの

花は
な

。
お
江え

戸ど

の
は
り
は
北さ

と里
の
／
花は

な嬢
。
堀ほ
り

兼か
ね

の
井ゐ

の
そ
こ
と
も
わ
か
で
、
掘ほ
り

抜ぬ
き

の
井ゐ

の
八や
ほ
ち
ま
た

百
八
街
に
繁し
げ

く
し
て
。
お
江
戸
の
／
水み
づ

の
流
な
が
れ

絶た
え

せ
ぬ
。
四し
い
し時
の
遊い
う

観く
わ
ん。
四し

季き

の
交ゆ
き
か
ひ加
。
月つ
き

雪ゆ
き

花は
な

の
化け
は
ひ粧
の
具ぐ

は
、
豊ゆ
た
かな
御み

代よ

の
庇み

／
陰か
げ

に
て
、
其そ
の

外ほ
か

家か

製せ
い

の
薬や
く

品ひ
ん

は
、
江え

戸ど

八は
つ

景け
い

□
（
の
カ
（

眺な
が
めと
共と
も

に
勝す
ぐ

れ
て
、
功こ
う

能の
う

は
江え

戸ど

鹿か
の

子こ

の
／
数か
ぞ

ふ
る
に
遑い
と
まあ
ら
ず
、
各
お
の
〳
〵お
と
ら
ぬ
奇き

効か
う

を

□

（
江
、ふ
り
が
な「
え
」カ
）戸ど

自じ

惚ま
ん

の
勇い
さ
みし
う
。
江
戸
の
花
に

模み
た
て擬
／
た
る
時い
ま
や
う
す
が
た

世
粧
は
、
梅う
め

が
佳か

例れ
い

の
【
商ま
さ
る標
】
双す
ご

六ろ
く

江
戸
の
□
（
春
カ
（の
眺な
が
めに
せ
ん
と
、
殊こ
と

に
気き

を
は
る
袋
ふ
く
ろ

入い
り

／
江え

戸ど

気ぎ

の
諸し
よ

君く
ん

の
左ご
ひ
い
き祖
を
冀ね
が

ふ
に
こ
そ

 

□（
式
亭
小
（

□
□
三
馬
誌
［
印
］ 

　
　
　
　

春
興

　
　

豊ゆ
た
かな
る
歳と
し

も
甲き
の
え
ね子
賑に
き

は
し
ふ
御お

客き
や
くは
【
商ま
さ
る標
】
か
ど
の
目め

じ
る
し

（
注
）「
甲
子
」
は
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）。

今
後
の
課
題

今
回
の
翻
字
と
校
訂
と
い
う
作
業
を
通
じ
て
考
証
を
す
る
際
に
必
要
だ
と
考
え
た
事
柄
を
記
録
し
て
お
く
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
、
文
章
の
注
釈
。
本
資
料
の
コ
マ
中
の
文
章
は
、
歌
舞
伎
の
名
乗
り
を
擬
し
た
も
の
で
、
文
学
や
演
劇
で
共
有
さ
れ
る
言
葉
や
イ
メ
ー



（147）68

ジ
、
さ
ら
に
商
品
の
持
つ
特
性
を
踏
ま
え
た
掛
詞
や
縁
語
が
駆
使
さ
れ
て
い
る
。
校
訂
の
根
拠
と
な
っ
た
考
え
を
別
の
機
会
に
示
し

た
い
。

（
、
コ
マ
絵
に
描
か
れ
る
役
者
似
顔
絵
の
考
証
。
前
述
の
通
り
、「
賑
式
亭
ま
さ
る
双
六
」
と
似
顔
絵
を
一
部
入
れ
替
え
た
「
江
戸
の
水

ま
さ
る
双
六
」
の
似
顔
絵
に
つ
い
て
藤
澤
茜
氏
の
教
示
を
得
る
機
会
を
得
た
。
そ
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
両
者
の
似
顔
絵
は
、
一
般
的

な
浮
世
絵
や
文
芸
に
お
け
る
似
顔
絵
の
使
い
方
と
は
違
い
、
時
代
の
流
行
に
か
な
ら
ず
し
も
沿
っ
て
い
な
い
、
活
躍
時
期
の
異
な
る

役
者
が
混
在
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
八
代
目
市
川
團
十
郎
な
ど
用
い
て
し
か
る
べ
き
存
在
の
不
在
を
ど
う
考
え
れ
ば
よ
い
の
か
。
改

印
か
ら
考
え
る
と
、
八
代
目
が
本
資
料
刊
行
の
数
年
後
に
歿
し
て
お
り
、
こ
の
双
六
自
体
が
、
初
版
時
の
形
を
変
え
て
い
る
可
能
性

も
あ
る
。
ま
た
本
資
料
に
は
、
本
文
の
詞
章
に
は
合
わ
な
い
家
柄
の
人
物
が
掲
出
さ
れ
る
ほ
か
、
若
い
顔
の
ま
ま
長
年
保
持
さ
れ
る

役
者
、
同
一
人
物
に
も
か
か
わ
ら
ず
修
正
さ
れ
る
役
者
、
市
川
家
・
岩
井
家
な
ど
そ
の
系
統
の
雰
囲
気
を
伝
え
る
が
特
定
の
個
人
と

し
て
描
か
れ
て
い
な
い
存
在
な
ど
、
様
々
な
要
素
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
こ
う
し
た
事
象
は
、
店
の
広
告
で
あ
る
こ
と
か
ら

生
じ
た
の
だ
ろ
う
。
役
者
の
選
定
や
、
時
々
の
修
正
は
出
版
事
情
を
知
る
手
が
か
り
に
も
な
り
得
る
だ
け
に
、
多
角
的
な
考
証
が
望

ま
れ
る
。

（
、
出
版
物
と
し
て
の
考
証
。
周
知
の
通
り
、
天
保
改
革
の
出
版
統
制
で
は
、
倹
約
令
の
遵
守
が
求
め
ら
れ
、
浮
世
絵
・
草
双
紙
類
に
お

け
る
役
者
・
遊
女
・
女
芸
者
の
画
像
・
言
及
の
排
除
、
草
双
紙
の
表
紙
の
彩
色
の
禁
止
が
言
い
渡
さ
れ
た
。
検
閲
も
強
化
さ
れ
、
草

双
紙
に
も
改
印
が
押
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
三
馬
店
の
こ
う
し
た
出
版
物
も
改
印
が
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
に
準
じ
た
形
で
作
ら
れ

て
い
た（

（1
（

。
故
に
政
治
史
・
出
版
史
の
動
向
を
踏
ま
え
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
草
双
紙
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
同

一
書
名
で
あ
っ
て
も
初
印
の
形
だ
け
で
な
く
、
特
装
や
後
印
で
は
細
々
変
化
す
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
資
料
も
い
く
つ
か
の
形
で
出
版
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さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
悉
皆
調
査
が
望
ま
れ
る
。

（
、
三
馬
店
の
広
告
と
し
て
の
考
証
。
今
回
、
一
つ
の
目
安
と
し
て
天
保
期
・
天
保
改
革
直
後
・
安
政
期
の
双
六
で
商
品
の
価
格
や
実
態

を
補
足
し
た
が
、
そ
れ
で
は
不
十
分
な
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
数
多
く
制
作
さ
れ
た
同
店
の
広
告
用
の
出
版
物
だ
け
で
な
く
、
広
告

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
大
量
の
三
馬
と
小
三
馬
の
著
作
の
諸
本
（
同
一
書
名
の
本
）
を
調
査
す
る
必
要
が
あ
る（

（1
（

。 

（
津
田
）

謝
辞

前
述
の
通
り
、
三
代
歌
川
豊
国
の
似
顔
絵
に
つ
き
藤
澤
茜
氏
に
多
大
な
る
御
教
示
を
賜
っ
た
。
ま
た
双
六
の
翻
字
の
方
法
に
つ
き
、
近

世
文
学
研
究
会
の
延
廣
眞
治
氏
、
松
原
哲
子
氏
、
関
原
彩
氏
、
孫
貞
娥
氏
に
御
教
示
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
ま

た
本
稿
は
、
慶
應
義
塾
大
学
教
養
研
究
セ
ン
タ
ー
「
デ
ジ
タ
ル
化
時
代
の
古
典
文
学
・
書
誌
学
の
研
究
と
教
育
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ

る
成
果
で
あ
る
。

注（１
）　

林
美
一
『
江
戸
広
告
文
学
』
乾
・
坤
、
江
戸
文
学
刊
行
会
、
一
九
五
五
年
。
花
咲
一
男
『
江
戸
広
告
文
学　

続
』、
近
世
風
俗
研
究
会
、
一
九

六
四
年
な
ど
。
近
年
で
は
、
二
又
淳
「
戯
作
者
と
広
告
」、『A

D
・ST

U
D

IES

』
五
、
二
〇
〇
三
年
八
月
、
十
五
―
十
七
頁
な
ど
。
江
戸
文
学
の

立
場
か
ら
、
具
体
的
な
例
示
を
き
め
細
や
か
に
行
っ
て
い
る
。

（
２
）　

山
本
正
勝
『
絵
す
ご
ろ
く
―
生
い
た
ち
と
魅
力
―
』、
芸
艸
堂
、
二
〇
〇
四
年
。
坂
口
由
之
『
江
戸
の
広
告
作
法　

え
ど
ば
た
い
じ
ん
ぐ
』、
吉

田
秀
雄
記
念
事
業
財
団
、
二
〇
二
〇
年
。

（
３
）　

穎
原
退
蔵
「
三
馬
の
広
告
文
学
」、『
書
物
礼
讃
』
（
、
一
九
二
八
年
七
月
、
十
四
―
十
八
頁
。
本
田
康
雄
『
式
亭
三
馬
の
文
芸
』、
笠
間
書
院
、

一
九
七
三
年
。
棚
橋
正
博
『
式
亭
三
馬　

江
戸
の
戯
作
者
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
四
年
。
吉
丸
雄
哉
「
式
亭
三
馬
年
譜
稿
（
二
）
―
文
化
五
年
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以
降
―
」、『
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
』
二
十
五
、
二
〇
一
四
年
六
月
、
二
十
五
―
三
十
七
頁
。
浅
埜
晴
子
「
戯
作
者
と
広
告
―
式
亭
三
馬
店
を

例
に
し
て
―
」、『
中
央
大
學
国
文
』
四
十
七
、
二
〇
〇
四
年
三
月
、
二
十
九
―
三
十
六
頁
な
ど
。

（
４
）　H

ow
er, R. M

. T
he H

istory of an A
dvertising A

gency: N
. W

. A
yer &

 Son at W
ork, 1869-1949 (Rev. ed.). Cam

bridge: 
H

arvard U
niversity Press, （（（（.　

Laird, P. W
. A

dvertising Progress: A
m

erican Business and the R
ise of Consum

er 
M

arketing. Baltim
ore, M

D
: Johns H

opkins U
niversity Press, （（（（.　

H
ahn, H

. “Boulevard Culture and A
dvertising as 

Spectacle in N
ineteenth-Century Paris. ”, In T

he City and the Senses: U
rban Culture Since 1500, edited by A

lexander 
Cow

an and Jill Stew
ard, Burlington: A

shgate Publishing, Ltd., （00（, pp. （（（-（（（.

（
５
）　

榎
本
悟
・
松
田
周
司
「
広
告
産
業
の
発
展
と
広
告
代
理
店
」、『
国
際
学
研
究
』
一
、
二
〇
一
二
年
三
月
、
二
十
一
―
三
十
八
頁
。

（
６
）　Escalas, J. E. “N

arrative Processing: Building Consum
er Connections to Brands ”, Journal of Consum

er Psychology, vol. 
（（

(（&
（), （00（, pp. （（（-（（0.　

 Pulizzi, Joe. “T
he Rise of Storytelling as the N

ew
 M

arketing ”, Publishing R
esearch Q

uarterly, 
vol. （（, no. （, （0（（, pp. （（（-（（（.

（
７
）　

福
田
怜
生
「
広
告
の
物
語
性
と
情
報
提
供
性
が
広
告
態
度
に
及
ぼ
す
影
響
―
広
告
形
式
に
お
け
る
表
現
特
性
の
尺
度
開
発
と
影
響
の
検
討
―
」、

『
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
三
十
八-

二
、
二
〇
一
八
年
九
月
、
九
十
一
―
一
〇
六
頁
。

（
８
）　Y

oun, S. and Lee, M
. “In-Gam

e A
dvertising and A

dvergam
es: A

 Review
 of the Past D

ecade ’s Research ”, In A
dvertising 

T
heory, edited. by Shelly Rodgers and Esther T

horson, N
ew

 Y
ork: Routledge, （0（（, pp. （（（-（0（.

（
９
）　

改
印
か
ら
類
推
す
る
刊
行
年
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
悟
「
名
主
双
印
試
考
」（『
浮
世
絵
芸
術
』
一
二
九
、
一
九
九
八
年
九
月
、
三
―
九
頁
）
の
考

察
に
従
っ
た
。

（
（0
）　

桝
田
静
代
『
絵
双
六
―
そ
の
起
源
と
庶
民
文
化
』
京
阪
奈
情
報
教
育
出
版
、
二
〇
一
四
年
。
関
原
彩
氏
の
教
示
に
よ
る
。

（
（（
）　

佐
藤
悟
「
文
芸
資
料
研
究
所
蔵
『
草
紙
合
高
評
双
六
』
解
題
」（「
調
査
報
告
」
六
十
）、『
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
年
報
』
十
八
、
一

九
九
八
年
三
月
、
三
二
〇
―
三
二
三
頁
。

（
（（
）　

コ
マ
の
注
に
記
し
た
よ
う
に
改
革
直
後
の
「
賑
式
亭
繁
栄
双
六
」
で
は
、
商
品
が
無
い
、
一
番
安
い
値
段
だ
け
を
出
す
な
ど
の
事
例
が
散
見
さ

れ
た
。
特
に
匂
い
袋
の
一
番
高
い
「
花
の
宴
」
の
値
段
が
他
の
時
期
の
双
六
よ
り
値
下
げ
さ
れ
て
い
る
。

（
（（
）　

津
田
眞
弓
「
京
伝
店
七
十
年
（
余
）
史
に
む
け
て
」、
月
報
『
山
東
京
傳
全
集
』
十
二
巻
、
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
七
年
、
五
―
八
頁
。
作
中

に
広
告
を
出
し
、
自
身
の
店
で
商
品
販
売
を
し
て
い
た
山
東
京
伝
店
の
動
向
を
広
告
か
ら
追
っ
た
も
の
。
三
馬
店
の
全
容
を
知
る
た
め
に
は
、
同

じ
作
業
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。


